
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
直売機能のある「道の駅」等では、販売の効率化などを目的としたPOSシステムが導入
されていますが、その活用はレジ入力作業の省力化や生産者・業者への支払集計等にと
どまっている所がほとんどです。
そこで、POSシステムとインターネットを最大限に活用し、消費者と生産者の双方に情
報を提供することにより、消費者の理解と生産意欲の向上を高め、販売の効率化につな
がるシステムの導入を支援します。

４ 施策の効果
消費者にとって→購入した農産物の安全・安心・新鮮などの情報がわかります。
生産者にとって→消費者ニーズに応えた農産物等の生産販売の促進につながります。

５ 要求の内容
直売機能のある「道の駅」等において、ＰＯＳシステムとインターネットを活用した出荷・販
売体制の効率化と、生産者と消費者を直結して相互に情報提供が行えるシステムの整備
事業主体 市町村、農協等
事業実施期間 平成１５年度

６ 用語の解説
○ＰＯＳ（Ｐoｉｎｔ Of Sale）システム → 販売時点情報管理システム
バーコードにより商品情報を管理し、店頭での売上情報を瞬時に生産サイドに伝え、生
産・出荷の効率化を図る仕組み
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